
1 

 

体育科学習指導案 

日 時 令和〇年〇月〇日（〇） 

 第５校時 13：35～14：20 

学校名 小学校 

対 象 第５学年３組  27名 

会 場 体育館 

授業者 ○○ ○○ 
 
１  単元名      Ｅ ボール運動 ア ゴール型 「バスケットボール」 
 

２  単元の目標 

知識及び技能 
ボール操作とボールを持たないときの動きによって、簡易化されたゲームを

することができるようにする。 

思考力、判断力、

表現力等 

ルールを工夫したり、自己やチームの特徴に応じた作戦を選んだりするとと

もに、自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができるようにする。 

学びに向かう力、

人間性等 

運動に積極的に取り組み、ルールを守り助け合って運動をしたり、勝敗を受

け入れたり、仲間の考えや取組を認めたり、場や用具の安全に気を配ったり

することができるようにする。 
 

３  単元の評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

①バスケットボールの行い方

について言ったり、書いた

りしている。 

②ボール保持者と自己の間に

守備者が入らないように移

動することができる。 

③近くにいるフリーの味方に

パスを出したり、得点しや

すい場所に移動し、パスを

受けてシュートしたりする

ことができる。 

①誰もが楽しくゲームに参加

できるようにルールを選ん

でいる。 

②課題解決のために自己や仲

間の考えたことを他者に伝

えている。 

③自己やチームの特徴に応じ

た作戦を選んでいる。 

①用具の準備や片付けで分担さ

れた役割を果たしたり、場の

安全に気を配ったりしてい

る。 

②ルールやマナーを守り、仲間

と助け合って練習やゲームを

しようとしている。 

③ゲームや練習の中で互いの動

きを見合ったり、話し合った

りする際に、仲間の考えや取

組を認めようとしている。 

④ゲームや練習に積極的に取り

組み、勝敗を受け入れようと

している。 
 

４  指導観 

(1) 単元観 

本単元は、小学校学習指導要領（平成 29 年告示）体育の第５学年及び第６学年の内容、Ｅボール

運動(1)ア、(2)及び(3)を受けて設定した。また、小学校学習指導要領解説体育編の内容を踏まえ、

本単元における児童に味わわせたい運動の特性や指導の方向を次のように捉えた。 

高学年のボール運動は、「ゴール型」、「ネット型」及び「ベースボール型」で構成され、ルー

ルや作戦を工夫したり、集団対集団の攻防によって仲間と力を合わせて競い合ったりする楽しさや

喜びを味わうことができる運動である。 

ゴール型では、その行い方を理解するとともに、投げる、受ける、蹴る、止める、運ぶ、手渡す

といったボール操作とボール保持者からボールを受けることのできる場所に動くなどのボールを持

たないときの動きによって構成される。攻撃側にとって易しい状況の中でチームの作戦に基づいた

位置取りをするなどの攻守入り交じった簡易化されたゲームや陣地を取り合う簡易化されたゲーム

をすることを行う。また、運動を楽しく行うために、自己やチームの課題を見付け、その解決のた

めの活動を工夫するとともに、ルールを守り助け合って運動をしたり、仲間の考えや取組を認めた

り、場や用具の安全に気を配ったりすることなどをできるようにすることが大切である。 
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(2) 児童観 

ア 実態調査結果及び考察           ・調査方法：質問紙調査 

・調査対象：第５学年３組 26人（１名欠席） ・実施期間：令和〇年〇月〇日（〇） 

 

 

 

 

 

 

 
 運動は好きですか。 体育学習は楽しいですか。 「できた」「わかった」「できるようになった」など成長を感じることがありますか。  

橙４ どちらかというと好きではない どちらかというと楽しい どちらかというとある 

橙６ 好き どちらかというと好きではない どちらかというとある 

橙１ どちらかというと好き どちらかというと好きではない どちらかというとある 

赤３ 好き 楽しい どちらかというとない 

赤７ どちらかというと好き どちらかというと楽しい 全くない 

本学級では、「運動がどちらかというと好きではない」と回答した児童が１人、「体育学習がどち

らかというと楽しくない」と回答した児童が２人、体育授業で「わかった」「できた」「できるよう

になった」など成長を感じる場面が「どちらかというとない」「全くない」と回答した児童が１人ず

ついた。 

橙４：運動がどちらかというと好きではない理由に技能面での悩みを回答した。しかし、体育の

学習で「活躍できたとき」、「こつを分かったとき」、「作戦が上手くいったとき」に楽しさを

感じるとも回答した。それゆえ、誰もが今もっている力を発揮し活躍できるようなゲーム内

容を検討したり、上手くなるための手立てやチームに応じた作戦を選ぶための手立てを講じ

たりすることで、運動することへの楽しさを味わわせたいと考えた。【Ｐ６(２)ア，Ｐ７イ、

ウ、エ、オ参照】 

橙６・１：２名とも技能は高い。体育学習が好きではない理由として、「自由にやれない」と回答

した。教師が主導で指導をしているうちは、児童のやらされている感を生むことは否めない。

そこで「活躍したい」「できるようになりたい」など児童の思いから学習計画を立てることで、

学習が自分事として捉えられるようになり、体育学習が楽しいと感じられるようになるので

はないかと考えた。【Ｐ６(１)ア参照】また、リーダーとしてチームをまとめるようにしたり、

仲間に動きのアドバイスをする役割をになうようにしたりすることで学習意欲が向上するの

ではないかと考えた。 

橙３・７：２人とも技能は高くはないが、日々の学習カードではできるようになったことを記述

していた。成功体験が少なく、自己肯定感が低いことが否定的な回答になった原因だと予想

した。そのため、「わかった」「できた」「活躍した」などの経験を多く積ませることが重要だ

と考えた。また、自己の課題を明確にし、毎時間の振り返りをすることで成長を感じられる

よう、ワークシートを工夫したい。（Ｐ６イ，Ｐ７イ、ウ、エ、オ参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級全体では、運動が好きな理由として、「思いきり体を動かすことで心地よさを味わえる」、

「様々な技や動きができるようになる」、「チームの仲間と協力できる」ことが挙げられた。体育学

習については、チームの仲間との関わりが楽しさの是非に関係していることが分かった。また、成

長を感じる時のほとんどが、様々な技や動きができるようになった時であることが分かった。 

体育学習が楽しい・楽しくないと感じる時（上位５つ） 
作戦がうまくいった時 24 人 
作戦がうまくいかない時 18 人 
チームで協力できた時 21 人 
チームで協力できない時 15 人 
勝負に勝った時 20 人 
勝負に負けた時 15 人 
活躍できた時 19 人 
活躍できない時 14 人 
こつを知った時 19 人 
こつが分からない時 14 人 

 

運動が好きな理由（上位５つ）複数回答有 

思いきり体を動かせるところ 18 人 

いろいろな運動ができるところ 18 人 

運動をすると気持ちが良いところ 16 人 

新しい技や動きができるようにな

るところ 16 人 

チームの仲間と協力し、高め合え

るところ 15 人 

 

成長を感じる時 

〇〇ができた時 

できるようになった時 20 人 

活躍できた時 ２人 

目標が達成できた時 １人 

分からなかったことが分かった時 １人 

全くない ２人 

 

運動は好きですか

好き 16 人 

どちらかとい

うと好き９人 

どちらかとい

うと好きでは

ない１人 

体育の授業で「わかった」「できた」「できるように

なった」など成長を感じることがありますか

たくさんある 
10 人 

どちらかと

いうとある 
14 人 

どちらかと

いうとない

１人 

全くない１人 

体育の学習は楽しいですか

楽しい 13 人 

どちらかというと

楽しい 11 人 

どちらかという

と楽しくない 

２人 
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イ ボール運動領域ゴール型「ハンドボール」での児童の実態（６月実施） 

(3) 教材観 

バスケットボールは、攻守入り交じり型の運動である。その中で、味方同士が協力しながらパスやド

リブルをしてボールを運び、相手をかわしてシュートを決めることで、勝敗を競い合うゲームである。

バスケットボールにおけるプレイヤーの動きは、「ボールを持っているときの動き」と「ボールを持た

ないときの動き」の二つに分けることができる。この二つの動きは、どちらも小学生段階の児童にとっ

ては難しく、既存のゲームの中では、運動の楽しさに触れることは難しい。特にゲームの大部分を占め

る「ボールを持たないときの動き」については、多くの児童が動き方を理解できておらず、シュートに

つながる有効なパスが生まれることは極めて少ない。そこで本単元では、ボールを持たないときの動き

方がより児童に分かりやすいよう、攻撃に優位性をもたせたゲームを設定した上で、「ボールを持たな

いときの動き」を具体的な段階で示し、シュートにつながる動き方を考えさせていきたい。そして、

「どこに動けばいいのか」を意識させていく。 

バスケットボールのゲームは、「自陣からパスやドリブルをしてボールを運び、相手をかわして

シュートをねらう」という構造である。バスケットボールには「ボールをどう奪うか（守り）」、「シ

ュートしやすいところまでどうボールを運ぶか（運ぶ）」、「ボールをどうリングに入れるか（シュー

ト）」の三つの局面がある。本単元では、バスケットボールの三つの楽しさ（局面）を運動の特性と

して焦点化し、児童にゲームの楽しさを味わわせていきたい。「ボールを運ぶ」局面では、上記に述

べた「ボールを持たないときの動きの理解」や「チームの特徴に応じた作戦の選択」が重要になる。そ

して、運ぶ手段としてはドリブルが重要になる。ボール保持者はドリブルをすることで相手のマーク

を引き付けたり、相手を外してパスしたりすることができるためスペースが生まれやすくなる。「シ

ュートする」の局面では、「リングを通過する」が２点、「リングに接触する」が１点など、シュー

トが入りやすくなる工夫を児童と考えることで、ボールを運んだ結果が得点に結びつくようにする。 

 児童の実態 手立て 

知
識
・
技
能 

▲ボールを捕る操作に苦手意識をもっ

ている児童がいる。 

▲得点しやすい場所に移動し、パスを

受けてシュートをするなど、ボール

を持たないときの動きが分からない

児童がいる。 

○ボールを持っているプレイヤーに近

付きパスコースを防ぐなどの動きは

身に付いてきている。 

【用具の検討】（Ｐ６(２)ア参照） 

・軽いボールを使用し、恐怖心を少なくするとともにキャ

ッチやパスがしやくなるようにする。 

【ボールを持たないときの動きの段階表の活用】(Ｐ７ウ参照） 

・段階表から理想の段階を確認し、ステップアップの方法

を考える。また、児童は自分の段階を確認し、意識して

いきたい項目を決める。 

【アドバイスカードの活用】（Ｐ７イ参照） 

・一個人の様々な場面での動きから、具体的なアドバイス

ができるよう、アドバイスカードを用意する。 

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等 

▲全チームが簡単な作戦を立ててから

試合に臨んでいたが、チームに応じ

た練習や作戦を選べるようになるに

は、具体的な支援が必要である。 

〇「みんなが楽しむためのルールにす

ること」を意識して、合意形成を図

りながら変更することができるよう

になってきた。 

【作戦タブレット】（Ｐ７エ参照） 

・ハンドボールの学習で共有した作戦（動き）が同じ領域

のバスケットボールでも活用できないかを考えさせる。 

【作戦カード】（Ｐ７オ参照） 

・ゲーム全体におけるチームの決め事として、作戦カード

を用意する。これはハンドボールの学習をした際に有効

であったと児童が考える作戦をまとめたものである。 

【練習カード】（Ｐ７オ参照） 

・運ぶ、シュートなど局面ごとに練習メニューをまとめる

ことで、自分たちの課題あった練習を選びやすくする。 
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度 

▲学習課題への振り返りはできている

が、自分の状況を把握し、解決に向

けて試行錯誤する児童は少ない。 

○進んで運動に取り組むことができる

児童が多い。また仲間と協力して、

安全に場の準備や片付けを行う。 

【振り返りの工夫】（Ｐ６イ参照） 

・チームの課題と個人の課題の二つを振り返ることで、学

習を通して自分がどうなりたいのかを考えさせていく。 
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５  年間指導計画における位置付け 

(1) 第５学年年間指導計画 

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 

体つくり運動 
・体ほぐしの運動 
 

体つくり運動 
・体の動きを高める運動 

（巧みな動き・力強い動き） 

陸上運動 

（短距離走・リレー） 
 

体つくり運動 
・体の動きを高める運動 

（巧みな動き・体の柔らかさ） 

器械運動 

（マット運動） 
 

ボール運動 

（ゴール型） 

 

器械運動 

（鉄棒運動） 
 

水泳運動 
 

保健 

（心の健康） 

水泳運動 
 

表現運動 

（表現・フォークダンス）  

表現運動 
 

陸上運動 

（ハードル走） 

 

11月 12月 １月 ２月 ３月 

※コロナ禍による

予定の変更と校

舎移転により、

変則的な計画に

なっている。 

ボール運動 

（ベースボール型） 
 

ボール運動 

（ゴール型） 

体つくり運動 
・体の動きを高める運動 

（巧みな動き） 

体つくり運動 
・体の動きを高める運動 

（巧みな動き・動きを持続する能力） 
 

器械運動 

（跳び箱運動） 

陸上運動 

（走り幅跳び） 
 

ボール運動 

（ネット型） 

保健 

（けがの防止） 

 

(2) 教材の系統（ボール運動系：ゴール型ゲーム） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１・２学年では、物やマークなどの的に向かってボールを投げたり蹴ったりして当てる「ボー

ル投げゲーム」、「ボール蹴りゲーム」を行う。また、攻めと守りが入り交じりながらゴールにボー

ルを投げ入れたり蹴り入れたりするゲーム（ゴール型ゲームに発展）を行う。つく、転がす、投げ

る、当てる、捕る、蹴る、止めるなどの簡単なボール操作と、簡単な攻めや守りの動きなどのボー

ルを持たないときの動きによって、的やゴールに向かってボールを投げたり蹴ったりすることがで

きるようにする。 

第３・４学年では、ハンドボール、ポートボールなどを基にした易しいゲーム（手を使ったゴー

ル型ゲーム）、ラインサッカー、ミニサッカーなどを基にした易しいゲーム(足を使ったゴール型ゲ

ーム） タグラグビーやフラッグフットボールを基にした易しいゲーム(陣地を取り合うゴール型ゲー

ム）を行う。基本的なボール操作とボールを持たない動きによって、空いている場所に素早く動い

たり、ボールを手や足でシュートしたり、得点ゾーンに走り込んだりすることができるようにする。 

第５・６学年では、バスケットボール、サッカー、ハンドボール、タグラグビーまたはフラッグ

フットボールを基にした簡易化されたゲームを行う。投げる、受ける、蹴る、止める、運ぶといっ

たボール操作と空いている場所や得点しやすい場所に素早く動くなどのボールを持たない動きによ

って、攻撃側にとって易しい状況の中で、チームの作戦に基づいた攻防ができるようにする。 

 

第１・２学年 

 

・ねらったところに緩や

かにボールを転がした

り、投げたり、蹴った

りして、的に当てたり

得点したりすること。 

・ボールを捕ったり止め

たりすること。 

・ボールを操作できる位

置に動くこと。 

第３・４学年 

 

・ボールを持ったときにゴ

ールに体を向けること。 

・味方にボールを手渡した

り、パスを出したり、シ

ュートをしたり、ゴール

にボールを持ち込んだり

すること。 

・ボール保持者と自分の間

に守る者がいない空間に

移動すること。 

第５・６学年 

【ボール運動：ゴール型】 

・近くにいるフリーの味方にパスを出

すこと。  

・相手に捕られない位置でドリブルす

ること。 

 ・ボール保持者と自分の間に守備者

を入れないように立つこと。 

 ・得点しやすい場所に移動し、パス

を受けてシュートなどをすること。 

 ・ボール保持者とゴールの間に体を

入れて相手の得点を防ぐこと。 
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６  単元の指導計画と評価計画(全７時間) 

時 １（本時） ２～５（４時｟本時｠） ６ ７ 

目標 

ゲームの進め

方やルールを

知り、すすん

で 取 り 組 も

う。 

みんなが楽しめるルールを考えよう。（予想２時） 

チームの特徴に応じた作戦

を立てよう。 

シュート、パス、キャッチ、守りのポイントを考えよう。（予想３時） 

ボールを持たないときに意識することを考えよう。（予想４時） 

チームの特徴に応じた作戦を選ぼう。（予想５時） 

学 

習 

の 

流 

れ 

0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

20 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 

 

 

 

 

 

 

 

 

40 

 

 

 

 

 

 

45 

 
 
 

 
 
○オリエンテ

ーション 
・はじめのル
ールを理解

する。 
・学習カード
の使い方を

理解する。 
 
 

 
 
 

○はじめのル
ールを確認
しながら楽

しくゲーム
を行う。 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
【視点】 
・楽しかった

こと 
・単元を通し
てできるよ

うになりた
いこと、学
びたいこ

と、やりた
いこと 

※タブレット

端末を使っ
て今後の学
習の見通し

をもたせ
る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評
価
の
規
準
（
評
価
方
法
） 

ア 

①行動観察・ 

学習カード

分析 

   
②行動観察・ 

学習カード分析 
 

③行動観察・ 

学習カード

分析 

イ  
①行動観察・ 

学習カード分析 

②行動観察・ 

学習カード分析 

②行動観察・ 

学習カード分析 
 

③行動観察・ 

学習カード

分析 

 

ウ ①行動観察 
②行動観察・ 

学習カード分析 

③行動観察・ 

学習カード分析 

③行動観察・ 

学習カード分析 

③行動観察・ 

学習カード分析 
④行動観察 ④行動観察 

 

○ 集合・整列   ○ 挨拶   

○ 健康観察・服装等の安全確認   
○ 準備運動 

【視点】 
・ルールについて困ったことや分からなかったことや、みんながさ

らに楽しくなるための工夫。（学習課題①） 

 

・自分や仲間のよい動きをもとに、どうすれば上手くシュート、パ

ス、キャッチができるか。（学習課題②） 

 

・相手が少なく、パスをもらえばシュートができる位置を見付けて

移動するために必要なこと。（学習課題③） 

 

・自分たちが選んだ作戦の有効性。仲間とどう協力したら得点をた

くさん取れるのか。 
 

※次の学習に向けて、チームの作戦を成功させるための自分の学習

課題を考えさせ、今後の学習への意欲を高め、見通しをもたせ
る。（学習課題④） 

・学習計画を立てる。 ２時間目以降は児童と合意形成を図りながら共に決める。 

 

 

 

 

 

 

 

※学習カード(第一時)に記述する内容（この単元に対する児童の思い）をもとに学習課題を作

る。おそらく、この４つに集約できるであろう。 

○ 主運動につながる運動 

ランニングパス、３対２、パス＆シュートなどを行う。 

○ゲーム② 振り返りを生かして    (２～４時リーグ戦・５時対抗戦) 

○学習課題① 
「みんなが
楽しく行う

ためのルー
ルを考えよ
う。」 

【視点】 
・チームの作戦でうまく

いったところ、いかな
かったところ。 

・更に得点を取るために

必要なこと 
・次の学習で意識して取
り組んでみたいこと 

※第７時では、自分ができ
るようになったことを中
心に振り返る。 

○ 集合・整列    ○ 健康観察    ○ 挨拶 
 

・ゲームが終了した後に、チ
ームの作戦について話し合

う時間を確保する。 
・動きのよさを伝え合ったり
励まし合ったりして次の試

合の準備をする。 
(各チーム) 

○ ゲーム①（対抗戦） 

・チームの作戦に応じ
た自分の役割を意識
しながらゲームを行

う。 

○ 本時の課題の確認 
「チームの作戦を生か
して、ゲームをしよ

う。」 
 

 

○学習課題④ 

「チームの特
徴に応じた作
戦 を 選 ぼ

う。」 

○学習課題③ 

「ボールを
持たないと
きに意識す

ることを考
えよう。」 
 

 

○学習課題② 

「シュート、
パス、キャッ
チのポイント

を 考 え よ
う。」 

・みんなが楽し

むためのルー
ルの工夫につ
いて考えたこ

とを伝え合
う。（全体） 

・それぞれが考
えたこつを伝
え合い、ポイ

ントとしてま
とめる。（全
体） 

・段階表を活用
して自分が次
に意識すべき

ことを確認す
る。（全体） 

・作戦ボードやタ
ブレット、カー
ドを使ってチー

ムの特徴に応じ
た作戦を選ぶ。
（各チーム） 

○ゲーム① 学習課題を意識しながら  (２～４時リーグ戦・５時対抗戦) 

・２コートにおいて４チームで行う。 

○ 主運動につながる運動 

・練習カードをもとに
課題に応じた練習を
行う。 

 

○ 場の片付け   ○ 整理運動   ○ 振り返り ○ ゲーム②（対抗戦） 
・チームの作戦に応じ
た自分の役割を意識

しながらゲームを行
う。 

※第７時では、最下位

のチームが対戦相手
を指名できるように
する。 
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７  指導に当たって 

(1) 運動の特性に応じた楽しさや喜びを味わわせる学習過程の工夫 

ア 単元計画の工夫 

単元の第１時では、ゲームの特性の楽し

さを児童が十分に味わう時間にする。第１

時の最後には、本時のゲームを振り返り、

学習課題を見出す時間を設定する。第２時

以降は、児童とのやり取りの中で、解決す

べき学習課題に優先順位をつけながら、児

童と共に学習過程を作り上げていく。 

単元終盤では、各チームに必要な学習課

題を選択させて取り組むことができる時間

を設定した。このことで、児童は自分の書

いたものが学習課題として取り扱われたり、

学ぶ順番を選択したりすることができるこ 

とにより学習を自分事として臨むようになると考えた。 

イ 振り返りの工夫 

「みんなが楽しめるルールを考えよう」「チームの特徴に応じた作戦を選ぼう」などの学習内容

を振り返る欄と、「相手のいないところに動く」「ボールを取ったらすぐにパスを出す」などの個

人の課題を振り返る欄を用意した。個人の課題を振り返る欄があることで、児童は個人の課題を

より意識することができるようになる。また、教師は、児童の願い「どうしたいのか」を把握し、

適切な助言ができるようになると考えた。 

 ウ ルールづくりの工夫 

運動の楽しさを味わわせる工夫として、初めに簡単なルールを設定した。児童が実際にやって

みてもっと楽しくするために、得点方法やボールの運び方など工夫の余地を残した。児童の願い

や困り感を取り上げ、学級全員で楽しめるルールづくりをしていく。 

＜はじめのルール＞ 
・１ ゲ ー ム：６分（前半３分、後半３分） 
・プレイ人数：３人対３人 
・ド リ ブ ル：あり 
・アタッカー：攻めている時のみプレイす

ることができる。 
・得 点：ボールがリングを通過した

ら２点。 
・コ ー ト：フリーシュートゾーンで

は、ディフェンスをされず
に打つことができる。 

＜予想される変更＞ 

・３歩までなら歩いてもよい。 

・ダブルドリブルは相手ボールからスタート。 

・リングに当たったら１点。 

・コート半分より後ろからのシュートは０点。 

・リングの下に当たった場合は得点にならない。 

・リスタートはコートの外から（赤い線の外）。 

・同時にボールをつかんだ時はじゃんけん。勝っ

たチームからのスタート。 

 

(2) 学びを深める教材の開発 

ア 用具の工夫 

    ボールを扱いやすくするために軽めのボールを使用する。そうすることで、恐怖心を無くし、

キャッチやパスがしやくなると期待される。 
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イ アドバイスカードの活用（第２時から活用） 

ゲームに出ていない半数の児童を「アドバイザー」とし、自チー

ムの仲間を見るようにする。一対一で見ることにより、個人の様々

な場面での動きを見ることができる。ゲーム中に言葉掛けをするこ

とで、ボールを持たないときの動きが分からない児童にとっては、

どこに動けばよいかが分かるようになったり、ゲーム後に自分の動

きを伝えてもらい、次のゲームに生かせるようになったりする。 

互いに見合うことを通して、仲間の変容に気付けるようにする。 

ウ ボールを持たないときの動きの段階表の活用（学習課題③で使用） 

右の表は、ボールを持っていないときの動きを

段階的に表したものである。ボールを持たないと

きの動きは理解することが難しく、動き方が分か

らないと感じる児童も少なくない。ゲーム中の大

半はボールを持っていない場面であるため、ボー

ルを保持していない状況でいかに動くかが、ゲー

ムの様相は大きく変わってくる。それらの動きを

児童がイメージできるよう、文字とイラストで視 

覚的に表す。導入で児童とともに目指す姿を確認し、その動きができるためにどんなことを意 

識していけばよいのかをまとめていく。また、拡大した段階表に自分の名前が書かれたマグネッ 

トを貼ることで、教師と児童が課題を共有できると考えた。児童は、今の自分の段階を知り、次 

のステップへいくための動きをイメージすることができ、教師は児童の実態を把握することで 

個々に具体的な言葉掛けができると考えた。 

エ 作戦タブレットの提示（学習課題④で使用） 

これは、ゲームの様子から「①パスがつながらない」「②得点が入らない」「③得点がとられる」 

「④勝っている」と四つの様子に分け、その原因とそれを解決する新たな作戦例を動画で示した 

ものである。この動画を参考にすることで、児童は具体的な動きが理解できると考えた。 

また、チーム内での声掛けやよりゲームの型に応じた作戦を選べると考えた。このシートは、６ 

月に行ったハンドボールの学習で使用したものを活用することとした。 

オ 作戦カード・練習カードの提示（学習課題④又は第６・７時に使用） 

資料は、チームの課題に合った作戦内容  

を考えるためのものとして児童に提示する。 

ここに示した作戦例・練習例は、あくまで 

もチームで話し合う際の一助として扱われる  

ものであり、この中の内容を必ず行う必要は 

ない。つまり、自分たちで考えたものを行っ  

てもよい。例をカードにまとめることで、児 

童がチームの特徴(課題や強み)に応じた作戦や練習内容を選ぶための一助にしたい。なお、作戦 

カードは６月に行ったハンドボールの学習で有効であったと児童が感じている作戦をまとめたも

のである。練習カードは第１時から第４時までに指導した練習内容をまとめたものである。 

作戦カード      練習カード 
 
 
 
 

 
 
 
一部抜粋  
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８  本時(全７時間中の第４時) 

(1) 本時の目標 

〇 課題解決のために自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができるようにする。【思考力、

判断力、表現力等】 

〇 ゲームや練習の中で互いの動きを見合ったり、話し合ったりする際に、仲間の考えや取組を認

めることができるようにする。【学びに向かう力、人間性等】 

(2)  本時の展開 

時間 ○学習内容 ・学習活動 指導上の留意点  配慮事項 
評価規準 
(評価方法) 

導

入 

10

分 

１ 集合・整列・挨拶 

２ 学習課題の確認 

 

 

３ 準備運動 

４ 場の準備 

５ 主運動につながる運動 

４対３ or ４対２ 

〇服装などの安全確認を行う。 

〇ボールを持たないときの動きの段階表を

活用して、意識すべきことを考えること

が学習課題であることを確認する。 

〇心と体のスイッチを入れやすくするため

に音楽を活用する。 

〇安全に気を付けて、協力して準備するよ

う言葉掛けをする。 

 

展

開 

25 

分 

６ ゲーム① 

・前半（３分） 

・アドバイスタイム 

・後半（３分） 

７ 振り返り① 

 

 

 

８ ゲーム② 

・前半（３分） 

・アドバイスタイム 

・後半（３分） 

 

〇上手くいったことや難しかったことを確

認し、次のゲームで意識することを決め

る。 

 

〇「相手のいないところにいる」「相手が

少なく、パスをもらえばシュートができ

る位置を見付ける」ために意識すべきこ

とを振り返る。 

〇ゲーム①と同様。 

 

 

ウ-③ 

ゲーム中の動きを見

合ったり、話し合っ

たりする際に、仲間

の考えや取組を認め

ようとしている。（行

動観察・学習カード） 

イ-② 

課題解決のために自

己や仲間の考えたこ

とを他者に伝えてい

る。（行動観察・学習

カード） 

ま

と

め 

10

分 

９ 片付け・整理運動 

 

 

10 振り返り② 

 

 

11 集合・整列・挨拶 

○安全に気を付けて、協力して片付けるよ

うに言葉掛けをする。また、よく使った

部位をほぐすように言葉掛けをする。 

〇「相手のいないところにいる」「相手が

少なく、パスをもらえばシュートができ

る位置を見付ける」ために必要なことを

共有する。 

 

(3)  授業観察の視点 

ア 運動の特性を味わうことができるゲームのルールになっていたか。 

イ アドバイスカードと段階表は、誰もが活躍できるような手立てになっていたか。 

ウ 児童とやり取りを交わしながら学習過程を作ったことが、児童の主体性につながっていたか。 

【参考・引用文献】 

〇 「小学校学習指導要領解説 体育編」文部科学省（平成 29年７月） 

〇 「「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料」文部科学省 

                 国立教育政策研究所 教育課程研究センター（令和２年６月） 

  〇 「東京の教育２１」研究開発委員 平成 17年度 小学校体育部会 


